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Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｃ
は
蓄
電
デ
バ
イ

ス
の
一
種
で
、
高
出
力
密
度

に
よ
る
急
速
充
放
電
と
長
寿

命
、
高
安
全
性
、
低
環
境
負

荷
が
特
徴
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
回

生
に
よ
る
燃
費
向
上
や
電
源

の
安
定
化
お
よ
び
瞬
停
対

策
、
電
源
補
助
や
急
速
起
動
、

環
境
負
荷
低
減
な
ど
の
特
徴

か
ら
利
用
が
拡
大
傾
向
に
あ

る
。

Ｓ
Ｉ
Ｉ
は
、
１２
年
に
チ
ッ

プ
型
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｃ
「
Ｃ
Ｐ
Ｘ
３

２
２
５
シ
リ
ー
ズ
」
の
量
産

出
荷
を
開
始
。
内
部
イ
ン
ピ

ー
ダ
ン
ス
（
抵
抗
）
が
従
来

製
品
に
比
べ
３
分
の
１
の
２

５
�
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
。
た
だ
エ
ナ
ジ
ー
ハ
ー

ベ
ス
ト
用
デ
バ
イ
ス
と
し
て

使
用
す
る
場
合
、
低
抵
抗
を

維
持
し
な
が
ら
同
製
品
の
数

�
〜
数
十
�
�
を
上
回
る
数

百
�
�
の
高
出
力
放
電
が
求

め
ら
れ
て
い
た
。

新
た
に
開
発
し
た
「
Ｃ
Ｐ

Ｘ
１
０
０
８
０
Ｃ
１
０
４

Ｆ
」「
Ｃ
Ｐ
Ｚ
１
０
０
８
０
Ｃ

１
０
４
Ｆ
」「
Ｃ
Ｐ
Ｘ
１
０
０

８
０
Ｃ
４
０
２
Ｆ
」
は
、
内

部
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
を
０
・

５
�
、
１
・
５
�
に
低
減
す

る
こ
と
で
数
百
�
�
の
高
出

力
放
電
を
可
能
に
し
て
い

る
。
エ
ナ
ジ
ー
ハ
ー
ベ
ス
ト

素
子
の
微
弱
な
起
電
力
で
も

蓄
電
で
き
る
低
リ
ー
ク
電

流
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
よ
る
高
密
度
構
造
と
こ

れ
に
よ
る
長
寿
命
と
高
信
頼

性
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
型
Ｅ
Ｄ
Ｌ

Ｃ
に
比
べ
小
型
で
リ
フ
ロ
ー

実
装
が
可
能
な
こ
と
を
特
徴

と
し
て
い
る
。

同
社
は
チ
ッ
プ
型
Ｅ
Ｄ
Ｌ

Ｃ
を
エ
ナ
ジ
ー
ハ
ー
ベ
ス
テ

ィ
ン
グ
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
蓄
電

デ
バ
イ
ス
と
し
て
の
活
用
の

ほ
か
、
無
線
セ
ン
サ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
電
源
・
蓄
電
素

子
と
し
て
の
利
用
な
ど
を
見

込
ん
で
い
る
。

今
後
は
用
途
の
拡
大
を
図

る
た
め
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
強
化

に
取
り
組
む
考
え
。
静
電
容

量
は
、
現
在
１
０
０
�
フ
ァ
ラ

ッ
ド

と

４
�
フ
ァ
ラ

ッ
ド

を
同
サ
イ
ズ
で
揃

え
て
い
る
が
、
ニ
ー
ズ
を
探

索
し
な
が
ら
、
大
容
量
あ
る

い
は
長
時
間
放
電
が
可
能
な

製
品
の
開
発
を
検
討
し
て
い

く
。３

製
品
の
生
産
は
、
１６
年

７
月
か
ら
仙
台
事
業
所
で
年

間
１
０
０
万
個
の
量
産
を
予

定
し
て
い
る
。
将
来
、
エ
ナ

ジ
ー
ハ
ー
ベ
ス
ト
を
用
い
た

発
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
用
蓄
電
素

子
と
し
て
の
需
要
増
が
予
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
２０
年
に

は
数
百
万
個
規
模
に
ま
で
拡

大
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い

る
。

セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル
（
Ｓ
Ｉ
Ｉ
）
は
、
チ
ッ
プ
型
電
気
２
重
層
キ
ャ

パ
シ
タ
ー
（
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｃ
）
の
用
途
開
拓
を
強
化
す
る
。
ラ
ミ
ネ
ー
ト
型
と

は
異
な
り
小
型
で
漏
れ
電
流
が
少
な
く
、
リ
フ
ロ
ー
実
装
が
可
能
と
い
う

特
徴
を
生
か
し
、
普
及
が
見
込
ま
れ
る
エ
ナ
ジ
ー
ハ
ー
ベ
ス
ト
（
環
境
発

電
）
用
デ
バ
イ
ス
と
し
て
の
展
開
を
推
進
。
ま
た
各
種
記
憶
素
子
の
瞬
間

停
電
対
策
や
電
源
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
途
も
狙
う
。
今
後
は
市
場
ニ
ー
ズ
を

探
索
し
な
が
ら
、
静
電
容
量
が
１
０
０
�
フ
ァ
ラ

ッ
ド

を
超
え
る
大
容
量
モ
デ
ル
の

開
発
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。
２
０
２
０
年
に
は
数
百
万
個
規
模
の
量
産

を
見
込
む
。

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
大
手
が
ユ

ー
ザ
ー
と
共
同
で
新
事
業
を
創
造

す
る
事
業
を
強
化
し
て
い
る
。
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
具
体
的

な
戦
略
を
作
り
だ
す
狙
い
だ
が
、

こ
れ
に
必
要
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
を
実
際
に
使
い
こ
な
す

「
体
験
の
場
」
を
用
意
す
る
の
が

共
通
点
。
ユ
ー
ザ
ー
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企

業
の
双
方
に
と
っ
て
新
事
業
の
強

化
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

日
立
は
ア
イ
デ
ア
創
出
に
力

日
立
製
作
所
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

活
用
し
た
顧
客
協
創
方
法
論
「
ネ

ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
」
を
構
築
し
た
。

独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
の
創
出
を
促

進
し
て
新
事
業
に
つ
な
げ
る
狙
い

が
あ
り
、
議
論
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
に
検
討
過
程
を
自
動
整
理
す

る
機
能
を
備
え
る
。
会
議
参
加
者

は
タ
ッ
チ

を
使
い
、

計
作
業
が

議
論
を
中

同
社
は

同
で
事

「
社
会
イ

環環
境境
発発
電電
向向
けけ
にに
展展
開開

顧顧顧顧顧顧顧顧顧顧顧客客客客客客客客客客客とととととととととととののののののののののの協協協協協協協協協協協業業業業業業業業業業業ののののののののののの場場場場場場場場場場場 新新新新新新新新新新新設設設設設設設設設設設相相相相相相相相相相相次次次次次次次次次次次ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ

キ
ー
ワ
ー
ド
は「

チップ型ＥＤＬＣ

低
抵
抗
で
高
出
力

Ｓ
Ｉ
Ｉ

日

本

Ｉ
Ｂ
Ｍ

最
先
端
の
研

Ｃ
Ｐ
Ｘ
１
０
０
８
０
シ
リ
ー

ズ
（
右
）
と
Ｃ
Ｐ
Ｘ
３
２
２

５
シ
リ
ー
ズ


